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図２－５－２ 歩道の切り下げ部の構造（大規模交差点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２－５－１ 整備事例（大規模交差点） 

 

乱横断防止柵 

一 般

5%以下 

平坦区間 

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ 
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すり付け区

Ⅰ
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5cm 

1% 

（横断勾配） 

1 : 8 

16cm 

 10cm 

 

  

 

－Ⅰ  Ⅰ

－Ⅱ  Ⅱ

LEVEL 

（横断勾配） 

1% 

 

 

2cm 

水平であることが望ましいが、 
道路の縦断勾配や交差点 

の路面排水処理等を 
考慮して、できるだけ 

緩い勾配とする。 

車道 

車道 

歩道等 

歩道等 

 

６％ 
乱横断防止柵 
交差点部等の歩道の切り下げ部では、横断者が縁石につまずく可

能性もあるので、必要に応じて乱横断防止柵の設置も検討する。 
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第３章 立体横断施設 
 

86

図３－２－１　立体横断施設の昇降方法選択フロー

階段
+ＥＶ

ＥＳを併設しない

上記に傾斜路を設置する

階段
+傾斜路

階段
+大型ＥＶ

階段
+ＥＶ×２基

高齢者、障がい者等を含む交通の状況によりＥＳの設置が必要と認められるか

ＥＶの設置が可能か
（昇降の高さが低い場合など）

高齢者、障がい者等の交通量の状況
によりＥＶの大型化、増設が必要か

傾斜路の設置検討

※ＥＶ：エレベーター

※ＥＳ：エスカレーター

：ＹＥＳ

：ＮＯ

上記にＥＳを追加する
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